
1研究室紹介

毎川2研究室を順次紹介していきます。

建造物研究室（文化遇産研究部）

　これまで孤φlしてぃたかのような廸造物研究室

は、この4月に新しい紐織になって生まれた文化遺

産研究部に所属する-Eつの研究室のひとつとなりま

した。現在のところ人に移動はなく、研究のめざす

ところや役割も以前から定まっていて変化はありま

せん。けれども取l）組みyj･には変化があります。独

戎行政法人化にあたり５ヶ年の研究計画と予算計画

をたて、この11標にそ-Ｊて活動することになったの

です。

　５ヶ年計川に挙げた研究は大きく分けてふた－Ｊあ

ります。

　ひとりは、占代から近世に至る伝統建築、集落・

町｡■み、近代建築、近代化遺産など、歴史的建造物

全般のぷ;礎調査とその保存修復にりいてでありま

す。とくにこの5ヶ年の問に、これまで続けられて

きたわが1111の歴史的建造物保存修復の考え方や不法

を明治期までさかのは･､Jて探り、これからの保存に

活かすために分析してその結果をまとめることにし

ています。。

　もうひとっは、文化庁が奈文研から替わって直接

おこなう･F城宮第一次大極殿および入信mmtMm

il

几分の･構造畷ｉによる復原第･次人極殿の検討

･Jf業に対する学術而の指導・助ｄ、さらにはそれら

の基盤となる古代建築の総合研究です。復原事業は

まきにこれからが本冊で、設計や施工段階での細部

の研究から復原の具体的な方針にいたる検討などの

場而では、これまで研究をおこないながら復原事業

をすすめてきた奈文研の研究者の参加がますます必

要となります。

　建造物研究室はこのような研究を活かし、地方自

治体が実施する建造物の基礎調査、集落・町並み調

査、近代化遺産の詞]介などに参加するとともに、建

造物の保存修復事業や遺跡の建造物復原事業にも関

わっています。

　研究室は技官2名と奈良県から文化財修理技師を

迎えた3名体制ですが、他の部lijの5名と碑国から受

け人れた研究貝1r､を加え、令部で9名が建築関係研

究者として活動しています。
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